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ヘッドスプリング、北九州にパワー半導体評価施設
「HS PowerDevice Lab HIBIKINO」を開設

デバイス評価・信頼性試験・デバイス選定支援をワンストップ提供

本評価施設は、EV、蓄電システム（ESS）、データセンターなどで急速に需要が増加しているパワー半導体（

SiC/GaNを含む）に対し、デバイス評価・信頼性試験・第三者レポート・最適デバイス選定支援・基板設計・

量産支援をワンストップで提供する、第三者評価のための施設です。

パワー半導体は製品の安全性・性能・寿命を左右する重要部品であり、世界的なEV・再生可能エネルギー・蓄

電池の拡大に伴い、その市場は急速に成長しています。しかし、国内外を問わず、多種多様なパワー半導体を

実際の利用状況を想定して客観的に評価できる機関は極めて少ないのが実情です。さらに、評価データに基づ

いてデバイスの優劣を相対比較することも難しく、メーカー・ユーザー双方が「性能と信頼性を客観的に確認

する手段」の不足という課題を抱えています。

ヘッドスプリングは、長年培ってきた電力変換技術と半導体評価装置開発の実績を基盤に、パワー半導体単体

の性能・機能・信頼性の評価、実際の電力変換機器に搭載した場合の性能評価、蓄積データをベースとしたパ

ワー半導体の選定支援などを行う「HS PowerDevice Lab HIBIKINO」を設置することで、こうした産業的課題

の解決を図り、デバイス選定における透明性・客観性・技術的根拠を提供します。また、パワー半導体を含む

電力変換器の設計を数多く手がけてきた経験を有しているため、単にデバイス単体の評価データを提示するだ

けでなく、ゲート駆動回路やレイアウト、熱設計など、回路側の観点から、各デバイスの長所や改善点につい

て具体的にフィードバックを提供することができます。

「HS PowerDevice Lab HIBIKINO」は、従来の「経験や勘」に依存してきたデバイス選定から、確かなデータ

と専門技術に基づく判断へと転換させる、新たな評価インフラとして機能します。

ヘッドスプリング株式会社（本社：東京都／代表取締役：星野 脩）は、

2025年12月22日、北九州学術研究都市（KSRP、北九州市若松区ひびきの2番1号）内に、

パワー半導体に特化した評価施設「HS PowerDevice Lab HIBIKINO」を開設します。



HS PowerDevice Lab HIBIKINO の3つの核となる役割

パワー半導体のスイッチング挙動、熱特性、長期信頼性などを統一条件で体系的に評価し、第三者として客観的なデ

ータを提供します。これにより、完成品メーカーは製品採用判断を信頼性の高いデータに基づいて行うことができ、

半導体メーカーは自社デバイスの性能を第三者レポートとして市場に示すことで信頼性を高めることができます。

さらに、蓄積した評価データを活用し、用途や稼働条件に応じた最適なデバイス選定を支援します。従来は属人的に

なりがちであったデバイス選定プロセスを、データドリブンな合理的プロセスへと転換することで、製品開発の品質

向上、スピードアップ、そしてコスト競争力の強化に寄与します。

パワー半導体の評価業務に加え、半導体評価装置の機能追加、特性向上、新機種開発など評価装置そのものの研究

開発も行います。実際の測定で得られた知見や顧客からのフィードバックを反映し、より精度が高く、使いやすく

、次世代の要求に対応できる装置開発を継続的に推進します。また、用途や評価条件が多様化する中で、顧客仕様

に合わせた測定治具や計測機能のカスタマイズにも柔軟に対応します。これにより、デバイスメーカー・完成品メー

カーがそれぞれの開発現場で求める評価環境を実現し、製品開発のスピードと品質を高めることが可能になります。

本評価施設は、評価データを活かした装置改良、顧客要望に基づくカスタム設計、現場課題の迅速な反映を通じ、

産業界とともに評価技術そのものを進化させる“共創型R&D拠点”としての機能も担います。

・ゲート駆動回路の最適化

・レイアウト・寄生成分の分析

・スイッチング挙動の改善提案

・熱特性・放熱設計の診断

・実装条件に応じた総合評価

❶ 第三者評価による「透明性の確保」と評価データに基づく「最適デバイス選定支援」

❷ 半導体評価装置開発・カスタマイズ対応

ヘッドスプリングは、これまで多くのパワー半導体を用いた電力変換器の設計を手がけてきました。その経験

を活かし、本施設では単なる測定データの提示にとどまらず、

など、回路・システム側の視点からデバイスの長所や改善点をフィードバックできる点が大きな特徴です。こ

れにより、従来は経験則に依存していたデバイス選定を、確かなデータと専門設計技術に基づく合理的なプロ

セスへと転換します。

❸ 回路設計視点を組み合わせた、ヘッドスプリング独自の高度評価



静特性、動特性、スイッチング特性、熱特性解析、絶縁性能、信頼性試験、
実回路中での特性試験を包括的に実施します。（評価設備は順次拡張します。
また、本施設の評価能力を超えるご依頼は、提携評価機関と協力して対応します。）

品質・性能の客観的な透明性を確保し、顧客への説明資料として活用可能な
レポートを発行します。

電力変換器の設計経験に基づき、パワー半導体の評価結果に対して、
ゲート駆動回路、レイアウト、熱設計などの回路側の観点から、デバイスの
長所や改善点をレポートします。

評価データベースを活用し、特定の用途・条件に応じた最適な
デバイスを提案します。

評価結果に基づいた電子部品の調達から、電源・モジュールを含む
回路設計、量産まで一貫対応します。

高度な評価技術を持つ技術者の派遣による技術サポートおよび
評価業務の代行を行います。

サービス名No. 概要

パワー半導体（SiC/GaN）総合評価1

第三者評価レポート発行

回路設計観点からの
フィードバックレポート作成

最適デバイス選定支援

調達・基板設計・量産支援

評価技術者派遣・評価業務BPO
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提供サービス一覧(評価から量産までを一貫支援)

今後の展望

ヘッドスプリングは、電力変換技術と自社開発の半導体評価装置を基盤に、パワー半導体の単体評価だけでなく、

実回路中の挙動まで総合的に評価できる体制を構築しています。本評価施設では、蓄積したデータを用いた最適デ

バイス選定に加え、ゲート駆動回路やレイアウト、熱設計など回路側からの具体的な改善提案も行い、デバイス選

定に必要な透明性と技術的根拠を提供します。

「評価 → データ → デバイス選定 → 設計 → 量産」を一体で支援するこのモデルは国内でも類を見ない取り組み

であり、従来の経験依存の選定プロセスをデータドリブンへと転換します。ヘッドスプリングは、本評価施設を通

じて製品開発の質とスピードを高め、パワー半導体産業全体の発展に貢献してまいります。

評価インフラから産業の発展へ
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ヘッドスプリング株式会社
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パワーエレクトロニクス製品の開発・製造・販売事業
新興国向けコンサルティング・新エネルギー事業
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